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  摂食障害など若年女性の食欲や摂食行動の制御機構に

ついては不明な点が多い。そこで思春期を生殖リズム形成

のために視床下部で新たに神経ネットワークの再編成が起

こる時期と捉えて若年雌ラットを用いた実験を行ってきた。そ

の結果この時期に摂食時間と明暗リズムに“ずれ”を生じさ

せると、その後も食餌摂取量の低下が継続し、エネルギー

代謝効率も変化することを発見し、思春期における欠食など

の異常な空腹ストレスは視床下部に誤った神経ネットワーク

のリプログラムを誘導し、将来の疾病発症を誘起する可能

性があると着想するに至った。以上の知見をもとに、本研究

では思春期における異常な空腹ストレスが以後の食欲やエ

ネルギー代謝機能に与える影響を解析し、新しい機序に基

づいて摂食障害や生活習慣病の病因解明や予防、診断、治

療法を開発することとした。 
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二次性徴期には生後から確立されてきた概日リズムに新たに生殖リズムが加わるため視

床下部で神経ネットワークの再編成が起こる。朝食欠食やダイエットによる異常な空腹スト

レスが若年期に継続すると、食欲および代謝効率の異常として記憶され、摂食障害や生

活習慣病を発症する。この機序は性周期を有さない男性と女性とで異なると予想される。  


